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担当部課等名 都市整備課

基本構想 交通環境と防災対策の向上

重点的方針 ２．コンパクトな町に相応しい「みんなの交通環境」整備

分野別方針 （２）道路の整備と管理

１）道路整備・管理事業（№66）

予算事業名
事業費

執行率（％）
総合評価

03

04

01

02

実施計画事業

河川維持管理経費 92.5% A05

狭あい道路等拡幅整備事業 85.6% A

課題
（箇条書き）

総
合
評
価

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため現状維持
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、さらに改善の余地がある
Ｃ：事業の見直しが必要　　Ｄ：事業継続の必要性がない（休止・廃止）

A

説明
　　限られた予算のなか、最大限効率的に事業を推進し、有効かつ適切な道路等維持管
理を実施出来ているが、要望に対しては我慢をしている町民が多い。

　地区要望をはじめ、近年、町民からの要望が増加している。
　財政状況により、優先順位を付け事業を実施しているが、要望している町民には町
の財政状況は理解されにくい。

方向性

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施 ④廃止

②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施 ④廃止

A

意見等
道路の整備と管理は、円滑かつ安全な交通を確保するため、地区要望を踏まえながら、
既存町道の整備や適切な維持管理を行っていきます。

土木管理経費

道路新設改良事業

道路維持管理経費

94.9%

80.0%

96.0%

A

A

意見等

　町民が高齢化していくなか、全ての町民が毎日利用する公共施設である「道路」は、こ
れからも要望が増え続けることが予想される。町として、現状を維持していくのか、高齢者
をはじめ町民全てが快適な住環境といえるよう、少しでも多くの要望を受け入れるのか、
将来的な財政状況を考慮して判断する必要がある。

◎評価者[担当主管部長]

① 現状維持


